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序

冠詞類（冠詞，所有代名詞）は，名詞に対して互いに排他的に働くものであるが，ある

冠詞が使われると，他の冠詞で表される,情報が犠牲になったり，明示されなくなるという

認識を得た。極めて抽象的な言い方をすれば，各場面に応じて，冠詞類の中から最も重要

な`情報のものに絞って表現するということになる。

物質・抽象名詞などは無冠詞で扱うことができ，その扱いは日本語の名詞の扱いと極め

て似ていることが分かった。無冠詞のままで全体の中の部分を表すことが出来るという点

も同じである。

物質・抽象名詞に後方から限定表現が付いている場合，ｔｈｅを名詞に付けるかどうかは，

その限定を受けた名詞が指し示す対象全体を意図するかどうかに依ることも分かった。

１加算名詞と冠詞類

冠詞類の排他性

冠詞類は複数形を除き互いに排他的ということから，２つ以上指定する必要があるとき

は工夫が要る。それが例えば次のような表現となって現れると考えられる，

ｏｎｅｏｆｍｙｆｒｉｅｎｄｓ

これと，次の形とは意味が異なる。

ｍｙfriend,ｍｙfriends,ｔｈｅfriends

そして，冠詞類が単独で使用されるときには，他のの冠詞類の表すＩ情報に関して，犠牲に

なるものが生じる可能性がある。例えば，

Iwenttherewithafriend、

において，ａfriendはoneofmyfriendsの代わりとして使えるとピーターセンも言うが，

表現上は所有関係を表す語が全く表現されていないことが分かる。

冠詞類

加算名詞に付く冠詞類について次のような使い分けがあることはすでによく知られている。

①ａcomputer（不特定の１つ）

②computerｓ （不特定の複数）
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③ｔｈｅcomputer（特定の１つ）

④thecomputers（特定の複数）

この使い分けは筆者も慣れて来ているが，注目すべきは“theが特定，，という点であろう。

この意味は，次の例でも明らかなように，「加算名詞が表す対象の集合全体を指し示す働き

で，これはあらゆる場合に共通した特徴である」と言える。例えば，典型的なものとして

は，次の形がある，

Ｓｏｍｅｂｏｙｓｃａｍｅｉｎｔｉｍｅ,ｓｏｍｅｏｎｔｉｍｅａｎｄｔｈｅｏｔｈｅｒｓｌａｔｅ、

ここでは，残り“全部”という意味でtheotehrsが使われている。

さらに，他の例を挙げれば，「アメリカ人は同国人に対しては定冠詞なしのAmericans

を使い，決してtheAmericansとは言わない」（２０－１），とピーターセン（'90）はいう。

それに対して，彼らはtheJapaneseという表現をよく使っているという。この無意識の扱

いの違いについては，ピーターセンが詳しく述べているが，その違いを生み出しているの

は｢theの全体性，総称`性｣であると考えられる。冷戦時代のアメリカのパロディ映画のタ

イトル“TheRussiansareComing1TheRussiansareComing1，，というのも，ピーター

センは「ロシア人が人間性のない『一枚岩的相手」に感じられるからこそ，アメリカ人は

パニック状態になりやすい」（22)と述べているが，そのことを生じさせているのは｢theの

全体性，総称性」であると筆者は考える。

また，次の例を見てみよう。

Thisisthemarathon．（これが最も重要なマラソンです）

この“the，，用法も，theの全体性とmarathonが単数であるということから来ており，

その仕組みに不自然さはないことが分かる。

以上のことから，１つの結論的なものとして次の原則を導き出すことが出来る。それは，

ｔｈｅの総称性：theは該当する対象の（集合）全体を指し示す

というもの。ところが，不加算名詞に対するｔｈｅについては，そのような記述を見たこと

がない。実は不加算名詞においても加算名詞の場合と同じように定冠詞theが扱われるこ

とを次に見る。

２不加算名詞（物質・抽象名詞）

無冠詞でｓｏｍｅの意味

不加算名詞の使い方に関してピーターセン（'90）は次のように書いている。

InVienna,MozartcomposedmusicforJosephll．（18）

という例では，「この"music”は，“themusic”とは違って，不定のsomemusicである｣。

このことから，不加算名詞はｓｏｍｅの意味ではどんな冠詞類の修飾もなしに使用できるこ

とが分かる。
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無冠詞でallの意味（総称用法）

また，次の例では，

Bloodisthickerthanwater・

Loveismerelyamadness

sugarやbloodの全体が表されており，物質名詞，抽象名詞がそのまま冠詞類なしにａｌｌ

の意味で使用できることが分かる。

これら２つの用法は，実は，日本語の名詞の使い方と同じである。別の言い方をすれば，

不加算名詞は単独で用いられるような場合，表現上は量について規定されていない，とい

うことになる。文脈によってだけ規定されることになる。

外界照応と物質名詞

以上のことから,物質名詞･抽象名詞には量的な限定を付けなくてもよい場合があること

が分かった。そのままでも部分，全体を表すのに使えるのである。もちろん，量的な限定

を付けたければａｃｕｐｏｆｃｏｆｆｅｅのように付けることも自由である。これも考えてみれば

日本語と同じである。結局，英語では，数に関係する冠詞は加算名詞に対してだけ発達し

て来ているということが分かる。

しかし，たとえ不加算名詞であっても，ある特定のものということを言う必要がある場

合には，次の志村（77）のように前方照応や外界照応のtheが用いられる。

X-raysareproducedinanX-raytube・Ｔｈｅａｉｒｉｓｐｕｍｐｅｄｆｒｏｍｔｈｉｓｔｕｂｅｕｎｔｉlless

thanonehundred-millionthoftheoriginalamountisleft…．（引用者略）

志村（79）は，「もし“air，,とすれば，それは不特定の“air，,で，続く“pumpedfrom

thistube,，の意味と矛盾する。従って，この場合は“theair，，以外にはありえないのであ

る」と説明している。日本語でも，この場合のｔｈｅａｉｒは「その空気」というように“そ

の”を付けるのと同じである。

無冠詞

そうすると，ある状況(場面）が与えられた場合，その中での抽象･物質名詞の使い方は

微妙になってくる。次がそのようなピーターセン（`88）の例である。

ItisoftennotedthatJapanesecollegestudentsseldomaskquestionsintheir

classesandthatthisappearstobenotsimplybecauseofshyness．（48-9）

筆者は，theshynessとｔｈｅを付けたくなる。なぜならJapanesecollegestudentsを取

り上げ，その設定の中で彼らのshynessという意味だからである。“becauseｏｆ＋普通名

詞”のときには，当然何がしかの冠詞類が付くはずである。ところがこの場合，日本語の

名詞の扱いに極めて近く，所有関係などは聞き手の側で補えというわけである。

ピーターセン（`88）も，“becauseｏｆ（the）shyness”で「日本の大学生のもつ「shyness

という気質」を一般的に言おうとしているだけであり，それ以上は限定していない」（49）

と書いており，ある種の限定は認めている。ここが難しいところであるが，周囲の状況か
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ら限定される外界照応のtheの用法ということではだめなのかという点である。なぜそうは

ならないのか。becauseofshynessがよいとすれば，それは機能的な使い方がされている

からなのだろうか。日本の大学生を導入したのであれば，それに関連することはtheを付

けてもいいではないか。つまり，

今話題にしているこの大学生たちのshynessであるから，外界照応の“the，，が付く要

素はある

ということになる。しかしながら，考えてみると確かに，今のshynessはこの大学生だけ

が所有しているshynessではない。これは筆者も理解でき，ここがポイントなのかもしれ

ない。従って，結論としては，ｔｈｅの使い方に関して，不加算名詞の場合には，加算名詞の

場合とは扱いが異なる，ということが導かれる。

ピーターセンはtheshynessにすると「どんなshynessなのか」と，前方照応の形で理

解しようとしてしまうと述べている。そうすると，ここでtheが付かないのは，むしろ，

抽象名詞にｔｈｅを付けると前方照応とみなされるので，そうしないということになりそう

である。この場合，抽象名詞のshynessに対して誰のshynessかといったことは表現す

る必要がない，ということであり，これは日本語でも同じである点が面白い。

次にもう１つピーターセン（`88）の例を見てみよう，

Whenshoppingforanewcarsizeisnottheonlyimportantconsideration.（33）

このsizeも抽象レベルが高く，ｓｉｚｅのままでよいのであろう。ａｎｅｗｃａｒを含めた車の

サイズー股ということである。それが，車に対してｓｉｚｅと聞いて最初に想像されるような

ものであり，他のｓｉｚｅと迷うことはないので，無冠詞でいいということであろう。

加算名詞ｖＳ不加算名詞

やはり，ピーターセン（`88）の例を見てみよう。

Lastnightlateachickeninthebackyard．（１０）

Ｌａｓｔnightlatechickeninthebackyard

この２つの文の比較すると，ａchickenが鶏１羽であるのに対し，chickenの方は鶏肉の

意味になるという。この点も恥ずかしながら筆者はあまりきちんと認識してはいなかった

点である。

これはある単位を基にした１個，２個と数えることができる加算名詞の扱いと，単位'性

のない材料的なものとしての不加算名詞の扱いとの明確な違いから来ている。ここでやは

り筆者が気になるのは，chickenだけの場合，物質名詞であって，量や所有関係などが全

く表示されていない点である。文脈上からはｓｏｍｅchickenの意味であることが分かるが，

加算名詞のような数量や所有関係を言わなくてもよいということが注目されると思われる｡

これも日本語の名詞の扱いと極めて似ており，量を特に言いたいときだけ量の限定を付け

加えるということになる。

大津(`93)は，inthenightとatnightの冠詞について次のように述べている。「thenight
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と普通名詞にすると，数えることができなければならないから『日没から日の出まで』あ

るいは『日没から12時まで』の夜の時間をさすことになる。だが，ａｔやｂｙの後には－

夜分の夜は来ないから，夜を抽象名詞化してａｔnight,ｂｙnightとする」（65)。それに対

し，「intheafternoon（午後に)，ｉｎｔｈｅｄａｙ（昼間に）と言うように，前置詞をｉｎにす

ればinthenight（夜の間のうちに）ということができる」とも言う。Chickenの例と比

較してみると，同じ単位性に関する論理が働いていることが分かる。

日本語の名詞との類似性

たとえば，アメリカの家庭では，televisionsetがあるのは当たり前であるから，ある家

庭を考えている場合，その家のtelevisionを“thetelevision，，と説明なしに使うことがで

きることはよく知られている。ところが，実はこれは普通名詞の場合の話である。

不加算名詞ではそうではなく，上で見てきたように，これも日本語の場合と同じになる。

日本語で特に名詞を限定する必要があるときには，“この，，を付け足したりするが，そのこ

とは英語でも同じであり，正に英語の不加算名詞の扱いは日本語の名詞に似ていると言え

る｡従って,結論的には日本人にとって注意すべき点は加算名詞の扱いということになろう。

３後置修飾冠と詞類

ｏｆｐｈｒａｓｅなどによる後置修飾の付いた名詞に付ける冠詞類をどうすべきかについて，

筆者には誤解があった。

後置修飾と冠詞類

安井（205）は定名詞句表現におけるｔｈｅの機能は，「場面又は文脈を見てください。他

ならぬあるものを示そうとしているものであることがすぐ分かるはずです」というように

合図をする点にあるとする。確かに，安井の挙げる次の２文についてはこれでうまく説明

できよう。

ImetagirlwhospeaksBasque．（209）

ImetthegirlwhospeaksBasque．（209）

安井はさらにこのｔｈｅの機能について考察を加え，次のように述べている

こういう「ほかならぬ何か」を示す定冠詞の機能で特に注意しておくべき点は，ほ

かならぬ何かが，実際に，何であるかを突き止める段になると，定冠詞自体は，なん

の働きもしないということである。定冠詞theは，言うなれば「外ならぬものあり。

場面，文脈を見よ｡」という目印の旗はもっているにしても，みずから手を下すことは，

いっさい，しないのである。実際に探すという作業は，すべて，聞き手の側における

協力にゆだねられているわけである。（206）

つまり，安井は，

①ｔｈｅの機能は前方照応または外界照応の合図

②その対象確認は聞き手が行う
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ということを述べていることになる。しかし，次のようなピーターセン（`88）の例につい

てはどうなるのか。

Japanesearrangedmarriagehasrecentlybecomethesubjectofwideinterestin

theUnitedStates．（25）

この例では①の働きがあるとは言えない。つまり，安井は前方照応および外界照応でない

後置修飾の場合を考慮に入れていない点が問題であると思われる。確かに“Imet，，に続く

ものとしては関係節が前提になっていると考えられるが，ピーターセンの例ではそうでな

いことは明白である。

そこで，筆者は次のように考えたい。それは

ｔｈｅの全体性：定冠詞theについては，次の名詞（句）で示される対象の集合全体を

一まとめにするもの

これがピーターセン（`88）の言う“a”や``the，，が「意味的カテゴリーを決める」（25）と

いうことに対応するものである。彼は次のように言う，

一度名詞がａのカテゴリーに入れられたら，あるグループの中の一つに過ぎない存在

となる｡一度theのカテゴリーに入れられたら,ある唯一の,特定のアイデンティティー

を持っている存在となる（25）

「ある唯一」という箇所が“the，，の様々な用法に共通する意味機能であると考えたい。そ

うすると，前方照応や後方照応の実際の作業は,theとは切り離された形で聞き手が行うわ

けである。

従って，ｔｈｅの前方照応,後方照応,外界照応などに共通する特徴として，筆者としては，

本論文の最初の所に述べたように“特定化”であるが，さらに，「特定化された全体を指示

す」と考える。その意味で

ａ［[girnwhospeaksBasque］

ｔｈｅ［[girUwhospeaksBasque］

とでも表されるように，この２つは同じ形の分析で構わず，ｔｈｅについては，後置修飾がな

い場合の定冠詞の扱いと同じであると筆者は考える。ただ，その場合，前方照応でうまく

処理できなければ，後方照応の処理になる点が特徴的である。そして，ポイントは，名詞

の単複に応じてtheによって対象の集合が限定されていて，その全体が指定・限定されて

いる点であると考える。後者はBasque語を話す少女は一人で，その少女にあった。前者

はBasque語を話す二人以上の少女の－人に会ったことを意味する。

このような後置修飾がある場合にも，冠詞などは後置修飾がないときと同じように考え

られることは，実際，次の金口の例のように後置修飾を伴った名詞に対して，その冠詞類

として様々なものが現れることとも整合する，

①Workthatisdifficultislikelytobeattractivetothosewhoareabletoｄｏｉｔ．

（20）



英語の冠詞に関する－考察 4７

②Thefoodwhichwasservedintherestaurantwasverygood．（20）

③Thefactremainsthatmanypeoplewerelostinashipwreck（20）

④Ｆｅａｒｃａｍｅｏｎｍｅｔｈａｔｈｅｗａｓｄｅａｄ（20）

⑤Asfaraswecouldsee,themilesofcopper-redgrassweredrenchedinsunlight

thatwasstrongerandfiercerthanatnyothertimeoftheday（265）

このように，後置修飾が付いた場合にも，冠詞類は様々なものが現われ，それは正に名詞

（句）が表す対象に対する話者の限定を表していることになる。不加算名詞の場合にも，

theというのは,限定がある場合にはそれで限定される全体を指すという所が共通している

のではないかと思われる。ｗｏｒｋの場合はｓｏｍｅｗｏｒｋぐらいの意味で考えればいいので

はないか。あるいはallｗｏｒｋの意味でもよかろう。ｆｅａｒの場合もthefearでも構わない

が，このままsomefearの気持ちであると考えてもよいのではないか。通常，文法書では，

「限定している句を伴うときはtheをつける」とあるが，そうでない場合もあることが上

の例からもはっきりしていて,theはやはり該当する対象の集合論的な限定の仕方を規定し

ているということになる。

そうすると，ｔｈｅの機能は次のようにまとめられる，

①対象全体を意味する

②その全体は，実際には，前方照応，外界照応のほか，後方照応で決まる

③対象確認は聞き手が行う

ピーターセン（`90）も次の例を挙げ，ここでのtheについて次|こように説明している，

ThemusicfoMZyFtzjγLacjlywascomposedbyFredericｋＬｏｅｗｅ．（17）

に対し，「この“themusicfor/M【〕ﾉFtz/γLcmly”という英語を言い換えれば``ａｌｌｏｆＭノ

ＲｚｊγLacjlyismusic，？という意味になる」と。

かつて筆者が学生のころ，同じ英語コースで勉強していた学生が論文を書いていた。こ

の論文のタイトルが実際はChaucerではないが，“TheLanguageofChaucer，，というも

のであった。論文の中間発表のとき，ひとりの教授が「Chaucerの言語の－研究であるの

にtheを付けることは適切でない」と述べたのを思い出す。Chaucerの言語全般を研究し

たのならともかく，そうではないから駄目であるというのである。当時は余り気にもして

いなかったが，今考えるとなるほどと感心するばかりである。

前置修飾ｖｓ､後置修飾

名詞に対する形容詞などによる前置修飾とofphraseなどによる後置修飾には付けるべ

き冠詞類に関して違いがある。

①ｔｈｅ［[translation］bymachines］

②＝［machinetranslation］

前者に付いては，これまでの結論から言えば，bymachinesで限定されたtranslation全

体という意味でtheが付いていて，後者の場合は，machinetranslationという一塊の抽



4８ 河本誠

象概念で１つの抽象名詞と同じになるが,これら両者がほぼ同じ意味であると考えられる。

ところが,後者の場合に全体に冠詞が付くと，１つの名詞の場合と同じように，ｔｈｅが付い

ていることから前方照応，外界照応ということがまず考えられ，そうでないとすれば，総

称用法となるが，その理解を許す文内容は実際には極めて限られていると思われる。そこ

で,やはり量的に規制を受けない形で提示しようとすれば冠詞なしの抽象化されたmachine

translationが適当であると理解される。

結論：machinetranslationのように，前置修飾を伴う名詞句は，単独の名詞だけのも

のと冠詞類に関して同じ扱いとなる

ピーターセン（`88）が余分なtheの例として挙げている次の文は，内容から総称性の理

解が無理である。

＊Therecentimportantstudieshavebeenmadeintothecausesofbullying（26）

文内容と関係させて考えてみると，“Therecentimportantstudies”の部分は，前方照応

としてしか理解されず，それが照応できないところに不適格になる原因があるということ

になる。

以上のような例の比較から，次の重要な予想が考えられる：

予想：後置修飾が付いた名詞句（thetranslationbymachines）においては，ｔｈｅは

前置照応，外界照応になり得ない。

この途中のthetranslationまでの段階では，あらゆる照応関係の可能'性があり，その後

の修飾によって，後方照応に絞られてしまうという図式が得られる。その意味で"the”の

意味は他の場合の“the”の用法と同じであり，後方照応の“the”の用法というのはやや語

弊があるのではなかろうか。

西村（161）は，「theheartofAmerica」という表現に対し，「theになるのはｏｆ以下

の規定によってただ一つにしぼり込まれる場合である」としている。ｔｈｅの全体性というこ

とを別の形で述べているものと考えられるが，西村はその直後に，「抽象名詞の場合は，も

ともと一つだからｏｆがくると自動的にｔｈｅがあたまにつく」と述べている。しかし，次

のようにｔｈｅが付くときと続かないときの両方の形（金口）を目にすると，ｔｈｅの全体性

が働いているため，としか考えられない。

Loveofpower,likevanity,isastrongelementinnormalhumannature．（13）

Theloveofscandalisanexpressionofthisgeneralmalevolence．（13）

ｔｈｅによる総称用法として篠田が挙げている次の例は，文内容からthetransistorの総

称性が導き出せるから，その解釈が成立するのであるといえる。

Ｔｈｅｔｍ"sismγisanelectronicsemiconductordevicewiththreeormoreelectrodes

（32）

文の総称性を述べていることが文脈から明白なときにだけtheの総称用法が成立すると考

えられる。
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ここでの結論

ofphraseなどによる後置修飾を伴う場合でも，ｔｈｅやａなどの冠詞の扱いに関しては，

通常の名詞だけの場合と同じであると考えてよい。加算名詞の場合にはａ，ｔｈｅが付いた

り，複数形になり，一方，不加算名詞の場合には無冠詞，定冠詞などになるが，ｔｈｅに共通

する特徴は次のようになる，

ｔｈｅというのは，その後の名詞句が示す対象全体を指示するということを意味し，前方

照応，後方照応，外界照応，総称'性などはその集合の決定の仕方に過ぎない。

４所有代名詞

所有代名詞と冠詞

筆者はかつて次のような人称代名詞の使い方を非常に奇妙に思ったものである，

Ｈｅ'seatinghisbreakfast．

なぜabreakfastではないのか。筆者は，これをbreakfastは各自に当然のものとして割

り当てられたものという意識が働いているため，ぐらいに考えていた。これを説明するの

が次のピーターセン（`90）の例文である。

私：ＷｈａｔｄｉｄｙｏｕｄｏｏｎＳｕｎｄａｙ？（日曜日，何をしましたか？）（56）

学生：Iwenttoamovie．（映画に行きました｡）

私：Ｗｈｏ（、）ｄｉｄｙｏｕｇｏｗｉｔｈ？（誰と行ったのですか？）

学生：＊Iwentwithmyfriend．（私の友だちと一緒だったんです｡）

この例においては，新たに友だちを文脈の中に出す形としては適切ではない，という。「決

まった一人，例の友だち」という意味になるからという。しかし，ａｍｙｄｏｇの場合には，

次のように問題ないという。

Ｉｗａｓｏｕｔｗａｌｋｉｎｇｍｙｄｏｇｗｈｅｎｌｎｏｔｉｃｅｄｔｈａｔｔｈｅｗｏｍａｎｗａｌｋｉｎｇｉｎｆｒｏｎｔｏｆｍe

hadawholelotofbabyspiderscrawlingaroundinherhair．（59）

この２つの違いは何かと考えてみたい。まず，

人とそのfriend，人とそのｄｏｇ

ということで，人に対してその人の関連物を文脈に導入するという意味では同じようなも

のである。しかし，ｍｙｄｏの場合は，各家庭に通常一匹かっている犬という前提から来る

表現であり，それに対し，ａｄｏｇの場合，ｍｙｄｏｇと異なり，「自分でペットとして飼って

いる犬ではなく『ある犬を連れて』という表現」になり（p､４６)，複数のdogsの中の－匹

という意味になる，とピーターセンは述べている。friendの場合は，犬の場合の前提とは

また違う。従ってこのような違いは，friendやｄｏｇの人に対する個別の関係から来ている

としか考えられない。このことから，所有代名詞を付けるのが適切な場合というのは，

①基準になる人に関係するものであって（所有関係）

②不定冠詞を付けた場合と違いが生じる



河本誠5０

とき，ということになる。この基準で見ると，

（a）ａfriendとｍｙfriendでは②で前提となっているfriend全体の個数的なものが異なる

（b）ａdogとｍｙｄｏｇでは①の所有関係と個数的なものが異なる。

そう考えると，元に戻ってabreakfastとhisbreakfastとでは②に関して違いがあるの

ではなかろうか。即ち，例えば

abreakfastのほうが喫茶店のような場所での朝食

hisbreakfastのほうは自分の家でのいつもの朝食

といった違いが生まれるものと考えられる。

以上のことから，通常，次のような冠詞類の選択手順が得られる（単数の場合）

①無冠詞では駄目か

②ａでは駄目か（複数の中の1つ）

③ｔｈｅでは駄目か（前方照応であるか）

④所有代名詞は駄目か（名詞が単数であればただ１つを意味する）

（①②③④は互いに排他的）

これに関してやはりピーターセンの主張から，breakfastの例では次のようになる(ｐ60)。

それは

①ただのbreakfastでは抽象名詞としての扱いとなる，

②abreakfastでは，選択肢がある中での１つということになる，

③thebreakfastでは，例の朝食ということになる

④これらのどれもがうまくいかないということでmybreakfastしかない

というものである。Ｈｅ'seatingに続くものとしては①や②は適当ではない。この場合，所

有代名詞のｍｙについて，ピーターセンは，他と区別して「私の」という意味は強くない

とも言っている。

さらに例を挙げれば

①Sheputitinoneofhermicrowaves．（microwaveが初出）

においては，microwaveに関して数と所有関係が共に表現されている。

②Sheputitinhermicrowavetodryitｏｆｆ（microwaveが初出）

では，microwaveに関して，herが付いていることから，やはり単数であるということと

所有関係が示されている。しかし，所有関係に関しては日本語同様，表示されない場合が

多い。ピーターセンも①で彼女がmicrowaveを２つ以上持っている場合には，②と同じ

意味で

Sheputitinamicrowave・

が可能としている。同様に，

Ｉｗｅｎｔｗｉｔｈｏｎｅｏｆｍｙｆｒｉｅｎｄｓ．

＝Ｉｗｅｎｔｗｉｔｈａｆｒｉｅｎｄ
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となる。このことから，我々母国語が日本語である日本人は，

加算名詞に関して，特に数だけを明示するよう気をつけなければならない

ということが言える。

所有代名詞と外界照応のｔｈｅ

また，ピーターセン（`88）は次のような対比関係も存在するという。

①ThisactuallyhappenedtoaChicagowomanafriendofmymother・Ｏｎｅｄａｙ

ｈｅｒｃａｔｃａｍｅｉｎｏｕｔｏｆｔｈｅｒａｉｎａｌｌｗｅｔ,ｓｏｓｈｅｐｕｔｉｔｉｎｈｅｒｍｉｃｒｏｗａｖｅｔｏｄｒｙｉｔ

ｏｆｆ…．（引用者略）（43）

②Sheputitinthefreezertocoolitｏｆｆ（44）

これらの例で，hermicrowaveとｔｈｅfreezerの使い分けについて，ｔｈｅとｈｅｒの微妙な

使い方の違いが示されているという。ピーターセンは，「冷蔵庫というものは，どの家庭に

でもあるというふうに意識されるが，電子レンジはまだそこまで普及していない。どの家

にでも当然電子レンジがあるという意識は，近い将来にできるかもしれないが，今はまだ

ない。その冷蔵庫との意識の違いをｈｅｒとｔｈｅの使い分けで表現する」と言うのである

（44-5)。所属関係を表す部分が全くなく，外界照応になるというところにtheによる限

定の特徴がよく現れている。

所有代名詞と不加算名詞

抽象･物質名詞に対する無冠詞と定冠詞との違いについては前節で述べたところである。

ピーターセン（`90）の次の例を見てみよう。

Ｉｗａｓｏｕｔｗａｌｋｉｎｇｍｙｄｏｇｗｈｅｎｌｎｏｔｉｃｅdthatthewomanwalkingisfrontofme

hadawholelotofbabyspiderscrawlingaroundinherhair．（59）

hairだけの場合，彼女の髪の毛を意味しないとピーターセンが述べていることから，ここ

にはｈａｉｒとherｈａｉｒの対比が存在することが分かる。無冠詞では所有関係が薄いという

ことを示している。また，前方照応のtheｈａｉｒも文脈上使用できない。すでに導入済みと

いうわけではないから。

抽象・物質概念も，普通名詞と同じように，その所有関係と量の指定が考えられる。抽

象・物質名詞は，前方照応がなく，所属関係が薄いときにはtheを付けず，実際，所属関

係など言う必要がない場合が多い，と言えるのではないか。

①Raintendstofallonlyverylightlyinsouth-centralSpainduringthesummer

months．（13）

②蝋Heisdrinkinghiswater．

②が適格でないのは，常識的に所有関係が認め難いためと考えられる。以上の内容は言わ

れてみればなるほどと思われるが，筆者にとって新しく到達した認識である。
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５固有名詞

筆者はｔｈｅsunなどの表現を目にするにつけ，固有名詞と普通名詞の区別は何かと考え

させられ，次の大津と同じ結論に達していた，

普通名詞とは同一の種族に属して個体差のないもの。（67）

その各個体を区別するのが固有名詞ということである。この点が固有名詞が物質名詞や普

通名詞と異なるところであろう。

固有名詞とｔｈｅ

固有名詞にtheが付く場合がある。これについては分類がなされているが原則などは全

くないと考えていたけれども，ピーターセン(`88)は次のような１つの原則を述べている。

本当はＵ・ＳＡにtheがつくのは固有名詞だから，あるいは国名だからではなく，普

通名詞のstatesがあるからである。TheMississippiRiverも同じである。川の名前

だからではなく，普通名詞のriverがあるからtheがつくのである。この二つの例は，

厳密に言えば，それぞれthestateswhichareunited/therivernamedMississippiと

いう論理に従ったｔｈｅの使い方である。（６－７）

大津はさらに次のようなものもその同種として挙げている，

ｔｈｅEnglish,theAlps,thePhilippines,ｔｈｅＴｈａｍｅｓ

これらは「本来はpeople,mountain,riverのような集合名詞や普通名詞を伴った表現が

短縮されたものであるから，冠詞が残っているのである」と大津（64）は考える。また，

次のようにも付け加えている，

「本来は普通名詞であるはずなのに冠詞がつかない場合もある。LakeMichigan（ミ

シガン湖)，PearlHarbor（真珠湾)，JohnFKennedyAirport（ケネディ空港）な

どのように，湖，港，空港のひとつである。だがこの場合は，湖や港や空港のひとつ

を特定する表現としてではなく，むしろ地名として意識されているので，固有名詞化

して冠詞が落ちているのである｡」（64）

同じように西村は，固有名詞化に関して次のような説を述べている。

裸の普通名詞unitedstatesにｔｈｅを付けるとｔｈｅUnitedStatesと固有名詞化され

る。更にこの固有名詞化が進むと名前になってしまいtheがとれていく傾向にある」

（188）

そしてtheUnionOysterHouseからUnionOysterヘの変化を実例として挙げている。

以上の原則で説明できないものは数え切れないほどあると思われるけれども，以上の原

則は極めて重要であると思う。

最初に示したthesunについては,上の議論から最終的には１つしかない普通名詞にthe

が付いているという考え方が妥当であろう。
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６冠詞の現れる位置

topicの位置

同一のものを指している場合でも，冠詞を含め，それを表す表現が異なることが次の安

井の例から分かる，

Theeagleisabirdofpray．（65）

eagleという対象に対し，“theeagle，，という表現と共に“abirdofpray,，という表現が

使われている。即ち，もの1こ対して様々な見方，捉え方があるということである。

英語では,主語の位置が各文でのtopicを提示する機能を通常持っている｡つまり，「～に

ついて｣というのが主語の位置である。そうすると，これまでよく研究されているように，

それは，主に，旧情報的なものが来るのがふさわしい位置である。従って，上の例では，

①前方照応的にｔｈｅｅａｇｌｅが特定の既に話題になっているものを示している

か，そうでなければ

②総称的な用法である

ということになる。

次のように，不定冠詞のついた名詞が主語の位置にある文はどうであろうか，

Aratislargerthanamouse．（66）

このような形でａｒａｔが文脈の中に初めて出てくるとすればａｒａｔは種を表す総称用法と

いうことに解釈され易いといえる。すなわち，総称用法の名詞などは，残りの部分を含ん

だ文全体の内容に依存しているが，特にtopicの位置に関係している。

それでは物質名詞が主語の位置に来る場合はどうであろうか。

Bloodisthickerthanwater．（60）

これも，特定のbloodというのではなく，抽象として総称的なbloodの意味である。そ

して，それについての記述になっている。特定のbloodというのであれば,当然,theblood

などとなるからである。bloodの一般的性格について述べているので，無冠詞のbloodの

形が適している。しかし，この場合，不加算名詞であるbloodは，前にも述べたように具

体的なものとしてはそのままの形で用いられる可能性もあるが,topicの位置にあるから抽

象度が高い形の使用であり，結局総称的用法ということになる。

以上，総称的な用法を見たが，主語の位置は大体topicを示しており，この位置での冠

詞の間違いはかなり決定的なものなってくるのではなかろうか。したがって，日本人とし

ては，特にこの部分に注意が必要であると思われる。言い換えれば，前方照応のtheでな

いような場合には，特に注意が必要であろう。

述部の位置

主語の位置がtopicの位置であるとすると，その残りの部分は述部であって，ここでの

冠詞はどのようになっているのであろうか。あるいは，名詞を修飾するような細部の部品

に当たるところではどうなっているのだろうか。すぐに分かるのは，冠詞が付かない形が
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結構あるということである。

次のような場合，前置詞句は機能，役割を述べていて，冠詞が付かないことが多く，ま

た，数の区別も余り気にしないようである。たとえｆｏｒ以降が具体的なものであってもそ

うである。

studyforexamination

articlesforsale

forstarｔ

これらの前置詞句の中の名詞は，抽象度が高い使われ方，あるいは細かい情報を省いた言

い方といえる。従って，topicの位置の名詞とは扱いがかなり異なっていることが分かる。

篠田は「alltheeveningの場合に，ｔｈｅを落としたからとて，内容に相違をきたすだろ

うか。ほとんどの場合，同じに扱ってくれるのではないかと思う。そこで，われわれのよ

うなnon-nativeEnglishspeakerは，冠詞の有無により，内容が違ってしまう場合を，ま

ず，しっかりと学習し，ついで，イディオム的なものに進むのが常道と思える」（26)と述

べている。筆者も同感だが，そういう意味では，topicの位置での間違いが典型的に内容が

違ってしまう場合に相当し，述部などではそうでもない場合が多いのではないかと感じて

いる。nativeに自分の英文をcheckしてもらったときなど，彼らにとってあまり気にな

らない冠詞の位置があるものだと実感していたが，そのことと関係していると思われる。

７その他

冠詞類の様々な性質を見て来たわけであるが，その他に加算・不加算名詞のいずれにも

共通するような，そして微妙な側面が浮かび上がってきた。

具象ｖｓ､抽象

（１）普通名詞が抽象的なものとして扱われる場合一抽象性が高くなると,無冠詞の可能性

一般に普通名詞と言われているものでも，抽象的な扱いをすることがある。例えば，

ｒｏｐｅの定義として，ピーターセン（`90）は次の例を挙げ，

Theclerkrecommendedcottonrope,ratherthanhardnylonrope,asasuperior

materialfortyingupsleepwalkinghusbands．（30）

不加算名詞として使われているとしている。従って，普通名詞と言われているものでも，

抽象的に扱いたいときと，そうでないときの区別が存在する。

（２）不加算名詞が普通名詞として使われる場合一具象`性が高くなると，冠詞類がつく可

能性ピーターセン（`90）は次のような具象化されている場合の例文を取り上げている

（sweetnessとlight)。

抽象名詞の場合：

Shemademetrytheinaka-jikuro・Ithadastrange,persistentsweetness-quite

unlikeanyoftheotherunusualsweetnessesthatIhadencountered…（引用者



英語の冠詞に関する－考察 5５

略）（３１－２）

物質名詞の場合：

FlyingoverHongKongforthefirstｔｉｍｅａｔｎｉｇｈｔ,wewereamazedonceagain

atthemagnificenceofthecitylights．（32）

日本語においては冠詞以外の部分で抽象性の度合いを変化させたりすることがある。

例えば「～というもの」などにより抽象化が表される。

このように，どのような名詞でも，それが使われる文脈の中での役割に応じて，具体

的，抽象的な扱いをすることができ，それが冠詞類や複数形によってなされたり，また

それらに|こ反映されたりする。通常，普通名詞，抽象名詞などといわれているものも，

文脈の中ではそれらの抽象度が変化するということである。

視点

西村は複数形というものを次のように見る，

複数に見えるから正確に複数で表現しただけのことであろう。この点では，著者の態

度は自然科学者らしく厳密である。…(途中引用者略)…複数形の連続というのは，著

者が，情景全体を見渡せる高い所から見ていることを示している。つまり冠詞を読み

取ることで著者の立っている位置が正確にわかってくるのである。（163）

ここでは物理的な見え方に関して複数形が使われることを述べているものである。しかし，

これは，非物理的な場合にも適用されよう。西村は別の所で，

「さきに，単数と複数のもともとの意味の違いは１か２以上かという数学的なもので

はなく，対象との距離をあらわす心理的なものではないかと指摘した。つまり対象に

近づいて－つをはっきり見ているか遠くにいていくつかでごちゃごちゃ見えるかのち

がいではないかという考えである」

筆者には，これは文体論的に極めて興味深い指摘であると思われる。

会話の原則

次の文はどのようなとき使用されるのだろうか。

Ｈｅｋｉｌｌｅｄａｍａｎｉｎｔｈｅｍｏｒｎｉｎｇ・

相手に情報を伝えるとき，どのようなときａｍａｎとなるのか。自分ではａｍａｎが誰か

知っていても，相手に具体`性を示す必要がないときはａｍａｎになるはずである。

Iwaswalkingadog…

という表現に対して，ピーターセンは「不定冠詞の“ａdog”だったら，自分でペットとし

て飼っている犬ではなく，『ある犬を連れて』という表現であるので，ここではふさわしく

ない」と書いている。しかし，同じ現実描写でも，単に犬であればよいと考える場合もあ

り，自分の犬でありながらも'情報をあえて控えた形の“ａdog”が使われる場合も考えられ

る。つまり，“ａdog”だったら，自分のペットでないというのは一般論としては言い過ぎ

で，実は文脈が関係してくるはずである。つまり，過度の情報を提供しないという会話の
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原則があり，それとの微妙な絡みが出てくることになろう。

初出の名詞

Ｉｗｅｎｔｔｈｅｒｅｗｉｔｈｍｙｆｒｉｅｎｄ

の形の文は，ｍｙfriendが文脈に初めて出るものとしては適切でない。なぜなら，それは

ｍｙfriendが「世の中で唯一の友だち」という意味になるからということはよく言われる。

このことから，物事を初めて導入しようとするときには，所有代名詞の使い方に十分気を

付けなければならない。このことは昔から言われてきていることであるが，すでに述べた

ように問題の根本は数の問題ではないだろうか。単数ということから，友達は通常複数い

るはずという常識との食い違いで不適切さが生まれる。従って，

Ｉｗｅｎｔｗｉｔｈｍｙｋｉｄｓ．

は初出でも適切なはずである。

このことから所有代名詞とｔｈｅは，所有関係の表示ということを除いては同じであり，

したがって所有代名詞を伴った名詞概念を文脈の中に初めて導入するときには，全体とい

う意味を伴っているということが注意すべき点である。それは前方照応ではないときのthe

の使い方と同じであり，逆に，すでに導入済みのものに対して所有代名詞を使うのは，ｔｈｅ

の前方照応の使い方と同じである。そこで，次の重要な結論が得られることになる，

結論：所有関係を除いては，所有代名詞は定冠詞ｔｈｅと扱いが同じである

従って，文脈の中で新しい名詞概念を導入する場合,所有代名詞を使うときは，ｔｈｅと同じ

く，数に関する注意が特に必要であるということになる。
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certainarticleorpossessivepronounisused,somethingmightbesacrificedbecauseof

theexclusiveuseofthemSo，ｉｔｃａｎｂｅｃｏｎｃｌｕｄｅｄｔｈａｔｔｈｅｍｏｓｔｎｅｃessaryand
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time

AbstractandmaterialnounsaresimilartoJapanesenounsinthatbothofthemcan

havenoarticlesattachedtothelnWehaveconsideredwhenweshouldattachthe

definitearticle“the，'ｔｏａｎｏｕｎｗｈｅｎｉｔｉｓｍｏｄｉｆｉｅｄｂｙ,ｆｏｒexample，aprepositional
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